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(=primary）です。生体の生命現象において第一義的な大事な役割を担っているものとして，ス
ウェーデンの化学者ベル七ーリウス (JonsJakob Berzelius, 1779～1848）によって， このように
命名されたので‘す。それは，1838年で，今から150年前のことでした。



















的に評価したのは， ドイツの有機化学者ヴィルシュテッター（RichardMartin Willstatter, 1872 
～1942）でした。1940年代になって，このクロマトグラフィ はー， ケンブリッジ大学の化学者マー


























































































ました J目 ，14"は j民高学j仔， ti!：グ~の学問の！仔である京都大学を立派に卒業しました。ここに諸t＼令と~
びを共にするとともに．これまで永い年月にわたり1市若の学業を支えてくださった多くの方々に，
消-;g・と一緒に心から感謝し、たしたいと思L、ます。



























えられると私は思います。ラグランジュ (JosephLouis Lagrange, 1736～1813）やラプラス（Pierre
Simon Marquis de Laplace, 1749～1827）らの数学者によって数学は著しく進歩し，瀧の｜時代の
成果である力学的宇宙観は， 18世紀の終りから19t止紀にかけて，完壁なまでに研ぎすまされたので
-664ー
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あります。一方，物質の構造と変換についての学問にも永い混沌とした歴史を越えて 1え初の訴が

















































































































































平成元年度入学者選妓学ブJ試験合絡者の入学手続が 3月31Fl （金）に完 fl た。
学部別の受験者数，合格者数及び入学者数等は次点のとお りでιらとん
一一一 ¥(A) ¥(BJー (CJ む） ー (E) （町 む） 帥 (I) (J) 附
’下 日目 ｜募集人員｜志願指数 倍率 l第 l段階選受験者数 倍率欠），•j•,' -r.·数 ｜欠Jlit;＇ドイ干約者数 ！追加介入学者君主
I I (B/A）該合格者数 (E_LA) (%) i約者数 一｜ 人人 人人 人 人人人X ’宇部 1 220 225 
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直生量盤学科 40 - 270 230 jι 
塁笠壁藍塑ヰ 20 I← ー 144 120一一_gL_
作業療法学科 ｜ 20 . 93 82 23 
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2.実習校の配当方式
区分 学 、土文学部｜教育学部｜法学部｜経済学部｜理学部l薬学部｜工学部｜没学部｜
｜京 ｜市立中竺1 ~I ぐ l人｜ 人 6人｜ 人1 2人｜ 4人｜
都 ｜養護学校 i I 6 
一一
3 I 
94 31 12 10 
9 I 

























3 25 2 
（注） 出身校は京都市立以外の国公私立校である。
区分学部文学部教関法宇部経問1理学部薬学部工学部設学部l 討 ｜ 
｜ 人｜ 人 人人人人人｜ 人｜ 人1
国中学校 ｜ 5 I 4 I I I 
話 ｜同等学校 ｜ 15 I 5 1 I I I I 21 
・I I 12 
2 
一一一
19 12 I 2 8 55 
7l 23 l 1 8 33 289 
6 
90 41 13 9 7 41 45 
（教職教育委員会）
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英 I•I• 戸－'t- 校 8 4 
空＂~ ，：：~等学校 14 
社 'P t学 校 6 I 2 
~ 高等学校 42 8 6 
科 I7.':i等学校
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tイマイチであるが，老人を大切にしてくれ，特 化の先輩，福井三郎先生がスイス連邦工科大学：
－ ；に今年は大木道則，辻 二郎両教授など，有力 (ETH）カ‘ら昨秋名誉学位を受けられた。同じ f
：な同1奈が加わつて，いまの勤務に不満』主なL、。 〈スイスのロ一ザンヌ大学カ、ら私にも同傑の申？
i講座制ではないがル一ズな結2合ともいうベき研 し出があり’ 10月22日の DiesA伺 demi
i究室制になつていて’研究政は驚くほどi閏沢で 出席した。万.;Ji-フランス語で理解は困難だった i
iある。昨春には 400MHz核磁気共鳴装置を私 が，同じころ学生の登録のガイタンスもあった i
i学助成で購入して貰った。原子直視型電顕もあ ので，新学期行事の一環であろう。 理事長，学 j
iる。とはいえ活発な研究室はやはり赤字経営に 長らの挨拶，記念通俗講演，学生，院生（卒業 1
0なっているようだ。 生）に対する州や各地方の貨の授与があり， の i
0 ボロニア大学900年祭……その実行委員のー ち名誉学位の授与が行われた。各学部l名ずつ t
j人で旧友， A. ファヴァ教授から国際電話があ 計5名（内女性2名）がJI闘に登壇，それぞれの i
iって，このシンポジウムへの参加が思いがけず 学部長による業績説明ののち，学長から学位記 i
iに決まった。商島総長が出席された会議の前座 を受けた。この間式場ではスイス ・ロマンド楽 i
fのような形で，昨年9月13日～15日の聞に「大 団の吹奏が行事の切れ目ごとに挿入されて彩り 1
3学と現代社会」というテーマのもとに聞かれ を添えた。のち全員が祝盃を挙げ会食をともに i
！た。近く全講演を 1冊の本にまとめて出版する して解散した。 2 
Zよし。私は「20世紀における日本の大学の役 日本の大学では儀式が地味すぎて色彩に乏し q
i割」について話したが，あとでラジオ記者の探 いように感じる。そのためか構成員の関心も低 o
i訪を受けたo欧州の大学と較べて余りの特殊 い。卒業式でもそうだが，欧米の大学の節目， ~ 
i性，日本の国力の異常な成長のなかで新しい大 節目の行事に負けないよう，もっと参加意欲を j
i学の卒業生が果たした役割などが興味を引いた 高めるような演出が欲しい。国際化の今日，－ Q 
0もののようだ。 2li生紀に向けて，欧州の大学か 考を要するのではなかろうか。 ~ 
5らもっともっと多数のポストドクトラルが日本 （のざき ひとし元工学部教授昭和60年退 i
jへ来てほしいと思う。チパガイギー科学振興財 官専門は有機反応化学） A 
~.c:;副lluo‘’II叫O>•ll•oc白川I•＜＞刈l”〈〉川I•＜：剖II•＜＞”lh＜：ヨ叫1uo川I• ＜：ヨ叫l同争ull•<>•ll’〈〉’Ill' ＜＞’II•＜：叫l”＜＞•II”に〉’llu＜＞引•＜＞•II・•＜＞・II同~·11"0川1'<>•11”c::::::>u111c叫l’＜＞•HU~
-674一
